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甲南高校図書館だより

2学期が始まり，大きな学校行事もあり慌ただしい毎日ですね。図書館でゆっくり時間

を過ごす姿が少なく寂しい夏の終わりです。準備をしていつでも対応できるように待って

います。

まだまだ暑い日が続きますが，図書館では少しずつ秋の雰囲気を出しています。新しい

本も随時入りますので，お立ち寄りください。

かごしま近代文学館から案内がありましたので紹介します。

10/29（金）～11/29（月）まで，かごしま近代文学館特別企画展「かごしま装

丁展～鹿児島出身の画家による装丁 鹿児島ゆかりの作家の装丁」が開催されます。

（新型コロナウイルス感染症の状況によっては変更あり）

みなさん，鹿児島出身の画家って何人知っていますか？鹿児島ゆかりの作家って，

誰のことなのかな？って興味が湧きませんか？鹿児島市出身の画家・橋口五葉が生

誕百四十年と没後百年にあたるとのことで案内パンフレットにも大きく取り上げら

れています。図書館内外に案内を掲示しますので，そちらも見てください。他に誰

が紹介されるのかもわかりますよ。

また，トークショーやワークショップも企画されているようですので，かごしま

近代文学館のホームページもチェックしてみましょう！

東京オリンピック・パラリンピックが終了しました。テレビ観戦した人も多いのではな

いでしょうか？今回はスポーツを題材にした下記の３作品を紹介します。

○『伴走者』浅生鴨著（９１３ア）
伴走者とは視覚障害のある選手が安心して全力を出せるように，選手の目の代わりと

なって状況を伝えたりタイム管理をしたりする存在。今回のパラリンピック関連番組で

も紹介されていましたね。なぜ伴走者になったのか，何があったのか，とても引き込ま

れる作品です。

○『空色バウムクーヘン』吉野万理子著（９１３ヨ）
女子高校生が主人公の小説です。タイトルから何のスポーツか想像してみてください。

個人種目のひとりの戦い。いろいろなハプニングもあるけれど，仲間と乗り越えるさわ

やかな物語です。

○『ＤＩＶＥ！！』森絵都著（９１３モ）
水泳の飛び込み競技を題材にした著者初の「スポ根」作品で，映像化もされているの

で知っている人も多いかもしれませんね。競泳と比べたらまだまだマイナーな感じがし

ますが，今回のオリンピックではベテラン選手や10代の若手選手の活躍が注目を集め

ていましたね。作品は中学生が主人公ですが，どの世代でも飛び込み競技の魅力と，若

者の可能性に夢中になれる1冊です。

夏季休業中に本を借りた皆さん！返却期限は８／３１まででした。

うっかり忘れていた人は，急いで返却してください。まだ，調査研究等で必要だったり，読

み終わっていなかったりする人は，延長の手続きを取ってください。その本に予約がかかっ

ていない場合に限り，貸出期間を延長することができます。手続きは図書館カウンターまで。

7月はクラスでの利用があったり，長期休業前の特別貸出があったりと，貸出冊数の多い月で

した。「甲南の本１００選」や進路に関する本など，高校時代に読んでおいた方が良い作品は山

ほどあります。知識を貯蓄し始めるのは早めがいいですよ。
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リボルバー 原田　マハ 幻冬舎 ハーメルンの誘拐魔 中山　七里 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

書　　　名 著者名 出版社 書　　　名 著者名 出版社

スマホを捨てたい子どもたち 山極　寿一 ポプラ社 竜とそばかすの姫 細田　守 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

本心 平野　啓一郎 文藝春秋 体験の哲学 飲茶 ポプラ社

かがみの孤城　下（文庫） 辻村　深月 ポプラ社 琥珀の夏 辻村　深月 文藝春秋

かがみの孤城　上（文庫） 辻村　深月 ポプラ社 水を縫う 寺地　はるな 集英社

理系研究者の「実験メシ」 松尾　佑一 光文社 つながり続けるこども食堂 湯浅　誠 中央公論新社

女たちのポリティクス ブレイディみかこ 幻冬舎 生命海流 福岡　伸一 朝日出版社

いのちの車窓から 星野　源 KADOKAWA 「自由」の危機 集英社新書編集部集英社

都会のトム＆ソーヤ　１７ はやみねかおる 講談社 スパイスカレー 有澤　まりこ インプレス

インドラネット 桐野　夏生 KADOKAWA 薔薇のなかの蛇 恩田　陸 講談社

黒牢城 米澤　穂信 KADOKAWA 演劇入門 鴻上　尚史 集英社

薬屋のひとりごと　１０ 日向夏 主婦の友社 ランボーはなぜ詩を棄てたのか 奥本　大三郎 集英社

テスカトリポカ 佐藤　究 KADOKAWA 国立競技場 共同通信社 河出書房新社

学園キノ　７ 時雨沢　恵一 KADOKAWA まいにちタマゴ タマゴ化学研究会 池田書店

学園キノ　６ 時雨沢　恵一 KADOKAWA 鬼人幻燈抄　明治編　君を想う 中西　モトオ 双葉社

検事の本懐 柚月　裕子 KADOKAWA １６歳の遺書 櫻井　千姫 実業之日本社

最後の証人 柚月　裕子 KADOKAWA きみに「ただいま」を言わせて 櫻　いいよ 実業之日本社

京大おどろきのウイルス学講義 宮沢　孝幸 PHP研究所 彼女が花に還るまで 石野　晶 双葉社

検事の死命 柚月　裕子 KADOKAWA そのひと皿にめぐりあうとき 福澤　徹三 光文社

合唱 中山　七里 宝島社 もしも徳川家康が総理大臣になったら 真邊　明人 サンマーク出版

脱プラスチック
ナショナル・ジオグラフィッ
ク　編

日経ナショナルジオグラ
フィック社 息子のボーイフレンド 秋吉　理香子 U-NEXT

いつまでもショパン 中山　七里 宝島社 地域や漁業と共存共栄する洋上風力発電づくり渋谷　正信 KKロングセラーズ

さよならドビュッシー　前奏曲 中山　七里 宝島社 やさしい英単語の相性図鑑 すずき　ひろし ソシム

科警研のホームズ 喜多　喜久 宝島社 彼岸花が咲く島 李　琴峰 文藝春秋

どこかでベートーヴェン 中山　七里 宝島社 私のてきとうなお菓子作り 溝呂木　一美 ワニブックス

科警研のホームズ　絞殺のサイコロジー 喜多　喜久 宝島社 テスカポリカ 佐藤　究 ＫＡＤＯＫＡＷＡ

科警研のホームズ　毒殺のシンフォニア 喜多　喜久 宝島社 貝に続く場所にて 石沢　麻依 講談社

七色の毒 中山　七里 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 「私」を受け容れて生きる 末森　千枝子 新潮社

切り裂きジャックの告白 中山　七里 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 星落ちて、なお 澤田　瞳子 文藝春秋

新着図書一覧（含：寄贈） ５４～５８の５冊は迫田文庫です。


